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〔
判
示
事
項
〕

　

匿
名
組
合
員
と
営
業
者
又
は
そ
の
利
害
関
係
人
と
の
利
益
が
相
反

す
る
取
引
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
取
引
が
、
営
業
者
が

そ
の
営
業
の
遂
行
に
当
た
り
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
出
資
者
で
あ
る

匿
名
組
合
員
の
犠
牲
に
お
い
て
自
己
又
は
第
三
者
の
利
益
を
図
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
営
業
者
は
匿
名
組
合
員
に
対
し
て
負
う

善
管
注
意
義
務
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　

商
法
五
三
五
条

〔
事
　
実
〕

　

Ｘ
は
、
不
動
産
賃
貸
業
、
資
産
運
用
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
等
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
り
、
そ
の
取
締
役
で
あ
る
甲
の

個
人
資
産
管
理
会
社
で
あ
る
。
Ｙ1

会
社
は
、
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
業
、
投
資
業
等
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
り
、
Ｙ2

が
代
表
取

締
役
で
あ
る
。
Ｙ3

は
、
Ｙ2

の
弟
で
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
解
体
業
務
の

受
託
等
を
目
的
と
す
る
Ａ
株
式
会
社
（
以
下
「
Ａ
」
と
い
う
）
の
代

表
取
締
役
で
あ
っ
た
。

　

Ｘ
は
、
平
成
一
九
年
六
月
一
日
、
Ｙ1

会
社
と
の
間
で
、
Ｘ
を
匿
名

組
合
員
、
Ｙ1

会
社
を
営
業
者
と
し
て
、
Ｙ1

会
社
が
有
価
証
券
の
取
得
、

営
業
者
の
匿
名
組
合
員
に
対
す
る
善
管
注
意
義
務
違
反
が
な
い

と
さ
れ
た
事
例

〔
商
法　

五
九
一
〕

︵
東
京
高
判
平
成
二
七
年
一
月
二
一
日

平
成
二
五
年
ネ
第
七
〇
六
五
号
損
害
賠
償
請
求
事
件

一
部
請
求
棄
却
、
一
部
請
求
認
容
（
上
告
）

金
融
・
商
事
判
例
一
五
〇
三
号
一
〇
頁

）

判
例
研
究
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保
有
及
び
処
分
等
の
事
業
を
営
む
た
め
に
Ｘ
が
三
億
円
の
出
資
を
し
、

Ｙ1

会
社
が
Ｘ
に
上
記
事
業
か
ら
生
じ
た
損
益
の
全
部
を
分
配
す
る
旨

の
匿
名
組
合
契
約
（
以
下
「
本
件
匿
名
組
合
契
約
」
と
い
う
）
を
締

結
し
、
同
月
二
七
日
、
本
件
匿
名
組
合
契
約
に
基
づ
き
、
Ｙ1

会
社
に

出
資
金
三
億
円
を
支
払
っ
た
。

　

Ｙ2

は
、
Ａ
の
パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
物
流
セ
ン
タ
ー
事
業

等
を
行
う
東
京
証
券
取
引
所
第
一
部
上
場
の
株
式
会
社
Ｂ
（
以
下

「
Ｂ
」
と
す
る
）
と
の
共
同
事
業
と
す
る
こ
と
を
計
画
し
、
平
成
一

九
年
八
月
ま
で
に
、
公
認
会
計
士
か
ら
そ
の
手
法
に
つ
い
て
提
案
を

受
け
た
。
そ
の
手
法
は
、
Ａ
の
パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
新
設

分
割
に
よ
り
設
立
す
る
株
式
会
社
に
承
継
さ
せ
、
Ｙ2

及
び
Ｙ3

に
割
り

当
て
ら
れ
る
同
社
の
株
式
を
更
に
別
に
設
立
す
る
株
式
会
社
が
譲
り

受
け
、
両
社
が
合
併
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

Ａ
は
、
平
成
一
九
年
一
〇
月
二
六
日
、
新
設
分
割
に
よ
り
設
立
す

る
Ｃ
に
Ａ
の
事
業
の
う
ち
、
パ
ソ
コ
ン
・
Ｏ
Ａ
機
器
・
ゲ
ー
ム
機
等

の
受
託
解
体
事
業
、
古
物
売
買
事
業
を
承
継
さ
せ
た
。
Ｙ2

及
び
Ｙ3

は
、

上
記
新
設
分
割
の
際
に
Ｃ
が
発
行
す
る
株
式
（
以
下
「
本
件
株
式
」

と
い
う
）
を
全
部
取
得
し
、
Ｙ3

は
Ｃ
の
代
表
取
締
役
に
、
Ｙ2

は
取
締

役
に
就
任
し
た
。

　

平
成
二
〇
年
一
月
七
日
、
Ｙ1

会
社
、
Ｙ3

及
び
Ｂ
の
出
資
に
よ
り
、

Ｄ
が
設
立
さ
れ
た
。
Ｙ3

は
Ｄ
の
代
表
取
締
役
に
、
Ｙ2

は
取
締
役
に
就

任
し
た
。
Ｄ
の
設
立
時
の
出
資
額
は
、
Ｙ1

会
社
が
八
〇
〇
〇
万
円
、

Ｙ3

及
び
Ｂ
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
。

　

Ｙ1

会
社
は
、
Ｄ
の
発
行
す
る
新
株
予
約
権
付
社
債
を
引
き
受
け
、

平
成
二
〇
年
一
月
二
三
日
、
一
億
円
を
払
い
込
ん
だ
。
Ｄ
の
設
立
時

の
Ｙ1

会
社
の
出
資
及
び
上
記
新
株
予
約
権
付
社
債
の
引
受
け
に
は
、

Ｘ
が
本
件
匿
名
組
合
契
約
に
基
づ
き
出
資
を
し
た
三
億
円
の
一
部
が

充
て
ら
れ
た
。

　

Ｄ
は
、
平
成
二
〇
年
一
月
二
三
日
、
Ｙ2

及
び
Ｙ3

か
ら
、
本
件
株
式

の
全
部
を
合
計
一
億
五
〇
〇
〇
万
円
で
購
入
し
（
以
下
「
本
件
株
式

取
得
」
と
い
う
）、
Ｃ
を
完
全
子
会
社
と
し
た
上
で
同
月
二
四
日
、

Ｃ
を
吸
収
合
併
す
る
合
併
契
約
を
締
結
し
た
。
Ｃ
は
、
Ｙ4

（
経
営
、

経
理
及
び
財
務
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
業
務
等
を
目
的
と

す
る
株
式
会
社
）
の
指
導
の
下
、
事
業
計
画
で
あ
る
三
年
間
の
損
益

計
画
（
以
下
「
本
件
損
益
計
画
」
と
い
う
）
を
策
定
し
た
。

　

本
件
株
式
取
得
の
代
金
額
は
、
Ｃ
か
ら
依
頼
を
受
け
た
Ｙ4

が
本
件

損
益
計
画
を
前
提
と
し
て
作
成
し
た
平
成
二
〇
年
一
月
一
〇
日
付
け

の
株
式
価
値
評
価
書
（
以
下
「
本
件
評
価
書
」
と
い
い
、
こ
れ
に
よ

る
Ｃ
の
株
式
の
評
価
を
「
本
件
株
式
評
価
」
と
い
う
）
に
基
づ
い
て

定
め
ら
れ
た
。
平
成
二
〇
年
三
月
一
日
、
前
記
合
併
の
効
力
が
発
生

し
、
Ｄ
の
商
号
が
Ｃ
に
変
更
さ
れ
た
（
以
下
、
Ｃ
の
新
設
分
割
、
Ｄ

へ
の
出
資
及
び
払
込
み
並
び
に
Ｄ
に
よ
る
Ｃ
の
株
式
取
得
及
び
合
併
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を
併
せ
て
「
本
件
ス
キ
ー
ム
」
と
い
う
）。

　

Ｙ1

会
社
は
、
本
件
匿
名
組
合
契
約
の
定
め
に
従
い
、
管
理
報
酬
と

し
て
、
各
六
〇
〇
万
円
を
、
平
成
一
九
年
七
月
五
日
、
平
成
二
〇
年

一
月
七
日
、
平
成
二
一
年
一
月
五
日
及
び
平
成
二
三
年
一
月
七
日
に
、

出
資
金
か
ら
取
得
し
た
（
合
計
二
四
〇
〇
万
円
）。

　

Ｙ1

会
社
は
、
平
成
二
〇
年
一
〇
月
、
Ｘ
の
要
求
に
応
じ
、
出
資
金

の
う
ち
の
五
〇
〇
〇
万
円
を
Ｘ
に
返
還
し
た
。
ま
た
、
Ｙ1

会
社
は
、

平
成
二
一
年
四
月
三
〇
日
、
吸
収
合
併
し
た
Ｃ
の
新
株
予
約
権
付
社

債
の
一
部
が
償
還
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
出
資
金
の
う
ち
の
三
〇
〇

〇
万
円
を
Ｘ
に
返
還
し
た
。

　

Ｘ
は
、
Ｙ4

が
本
件
株
式
の
価
値
を
約
一
億
五
〇
〇
〇
万
円
と
不
当

に
高
額
に
評
価
し
た
上
で
、
Ｄ
が
Ｃ
の
全
株
式
を
一
億
五
〇
〇
〇
万

円
で
Ｙ2

及
び
Ｙ3

か
ら
買
い
受
け
る
等
の
ス
キ
ー
ム
に
よ
り
、
Ｙ1

会
社

ら
が
Ｘ
の
承
認
を
受
け
な
い
で
Ｘ
の
出
資
金
の
う
ち
一
億
五
〇
〇
〇

万
円
を
Ｙ2

及
び
Ｙ3

に
取
得
さ
せ
る
利
益
相
反
行
為
を
行
い
、
匿
名
組

合
の
営
業
者
と
し
て
の
善
管
注
意
義
務
及
び
忠
実
義
務
に
違
反
し
、

出
資
金
を
詐
取
し
た
と
主
張
し
て
、
⑴
Ｙ1

会
社
ら
に
対
し
共
同
不
法

行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
と
し
て
、
前
記
一
億
五
〇
〇
〇
万
円
及
び

弁
護
士
費
用
一
五
〇
〇
万
円
の
合
計
一
億
六
五
〇
〇
万
円
並
び
に
こ

れ
ら
に
対
す
る
不
法
行
為
後
の
日
で
あ
る
平
成
二
〇
年
一
月
二
三
日

か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金

の
遅
滞
支
払
を
求
め
る
と
と
も
に
、
選
択
的
に
Ｙ1

会
社
に
対
し
て
は

債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
と
し
て
、
Ｙ2

に
対
し
て
は
Ｙ1

会
社

の
取
締
役
と
し
て
の
任
務
懈
怠
が
あ
っ
た
と
し
て
会
社
法
四
二
九
条

一
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
と
し
て
、
同
金
員
の
連
帯
支
払
を
求
め
、

⑵
Ｙ1

会
社
及
び
Ｙ2

に
対
し
、
Ｙ1

会
社
に
対
し
て
は
債
務
不
履
行
に
よ

る
損
害
賠
償
又
は
不
当
利
得
の
返
還
と
し
て
、
Ｙ2

に
つ
い
て
は
Ｙ1

会

社
の
取
締
役
と
し
て
の
任
務
懈
怠
が
あ
っ
た
と
し
て
四
二
九
条
一
項

に
基
づ
く
損
害
賠
償
と
し
て
、
上
記
匿
名
組
合
契
約
に
基
づ
く
管
理

報
酬
相
当
額
二
四
〇
〇
万
三
六
〇
〇
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
訴
状
送

達
の
日
の
翌
日
で
あ
る
平
成
二
四
年
五
月
三
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で

民
法
所
定
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
連
帯
支
払
を
求
め
、

さ
ら
に
、
⑶
Ｙ1

会
社
に
対
し
、
上
記
匿
名
組
合
契
約
の
終
了
に
基
づ

き
、
清
算
金
五
七
九
三
万
二
〇
〇
〇
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
訴
状
送

達
の
日
の
翌
日
で
あ
る
平
成
二
四
年
五
月
三
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で

民
法
所
定
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
た
。

　

原
審
（
東
京
地
判
平
成
二
五
年
一
一
月
二
七
日
金
融
・
商
事
判
例

一
五
〇
三
号
一
八
頁
）
は
、
⑴
か
ら
⑶
の
い
ず
れ
の
請
求
も
棄
却
し

た
こ
と
か
ら
Ｘ
が
控
訴
し
た
。

〔
判
　
旨
〕

　

一
部
請
求
棄
却
、
一
部
請
求
認
容
。
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「
匿
名
組
合
に
つ
い
て
は
、
商
法
上
、
会
社
法
三
五
六
条
一
項
二

号
の
取
締
役
・
会
社
間
の
直
接
取
引
又
は
同
項
三
号
の
会
社
と
取
締

役
と
の
利
益
が
相
反
す
る
取
引
（
間
接
取
引
）
を
す
る
に
は
株
主
総

会
又
は
取
締
役
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
定
め
や
、

信
託
法
三
一
条
一
項
四
号
の
第
三
者
と
の
間
に
お
い
て
信
託
財
産
の

た
め
に
す
る
行
為
で
あ
っ
て
受
託
者
又
は
そ
の
利
害
関
係
人
と
受
益

者
と
の
利
益
が
相
反
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
禁
止
す
る
定
め
の
よ

う
な
規
定
は
、
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
本
件
匿
名
組
合
契
約
に
お
い

て
も
、
営
業
者
な
い
し
そ
の
関
係
者
と
匿
名
組
合
員
と
の
利
益
が
相

反
す
る
取
引
を
規
制
す
る
条
項
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
匿
名
組
合
の
出
資
者
で
あ
る
匿
名
組
合
員
と
営
業
者
又
は
そ
の

利
害
関
係
人
と
の
利
益
が
相
反
す
る
取
引
が
行
わ
れ
て
も
、
そ
の
こ

と
が
、
直
ち
に
法
令
に
違
反
し
、
又
は
、
本
件
匿
名
組
合
契
約
上
の

義
務
違
反
行
為
に
当
た
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
こ
の
場

合
に
匿
名
組
合
員
に
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
負
う
も

の
と
も
い
え
な
い
。
し
か
し
、
匿
名
組
合
員
と
営
業
者
又
は
そ
の
利

害
関
係
人
と
の
利
益
が
相
反
す
る
取
引
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
取
引
が
、
営
業
者
が
そ
の
営
業
の
遂
行
に
当
た
り
そ
の
地
位
を

利
用
し
て
出
資
者
で
あ
る
匿
名
組
合
員
の
犠
牲
に
お
い
て
自
己
又
は

第
三
者
の
利
益
を
図
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
営
業
者
は
匿

名
組
合
員
に
対
し
て
負
う
善
管
注
意
義
務
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
も

の
と
解
さ
れ
る
。」

　
「
…
…
本
件
ス
キ
ー
ム
実
行
後
、
結
果
的
に
Ｘ
に
損
失
が
発
生
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
本
件
ス
キ
ー
ム
の
実
行
時
点
に

お
い
て
、
本
件
損
益
計
画
に
合
理
性
が
な
い
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
本

件
株
式
評
価
に
も
合
理
性
が
な
い
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
、

…
…
判
示
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
Ｘ
の
主
張
す
る
Ｙ1

会
社
に
図
利
目

的
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
く
、
営
業
者
で
あ

る
Ｙ1

会
社
が
そ
の
営
業
の
遂
行
に
当
た
り
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
出

資
者
で
あ
る
匿
名
組
合
員
で
あ
る
Ｘ
の
犠
牲
に
お
い
て
自
己
又
は
第

三
者
の
利
益
を
図
っ
た
も
の
と
は
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。」

　
「
…
…
判
示
に
照
ら
せ
ば
、
Ｙ1

会
社
が
管
理
報
酬
を
取
得
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
の
原
因
を
欠
く
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

　
「
本
件
匿
名
組
合
契
約
が
平
成
二
三
年
一
二
月
末
日
を
も
っ
て
終

了
し
た
こ
と
、
本
件
匿
名
組
合
の
財
産
の
う
ち
…
…
払
い
戻
す
べ
き

出
資
金
は
…
…
合
計
五
七
九
三
万
二
〇
〇
〇
円
を
下
回
る
も
の
で
な

い
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
を
覆
す
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。

　

の
み
な
ら
ず
、
…
…
Ｙ1

会
社
が
Ｘ
に
上
記
合
計
五
七
九
三
万
二
〇

〇
〇
円
を
支
払
う
こ
と
で
清
算
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
Ｙ1

会
社
と
Ｘ

間
に
お
い
て
合
意
が
成
立
し
た
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
判
決
は
、
⑴
か
ら
⑶
の
請
求
の
う
ち
⑶
の
請
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求
が
認
容
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
最
高
裁
に
上
告
さ
れ
、
最
高
裁
（
最

判
平
成
二
八
年
九
月
六
日
金
融
・
商
事
判
例
一
五
〇
三
号
二
頁
、
集

民
二
五
三
号
一
一
九
頁
、
判
例
時
報
二
三
二
七
号
八
二
頁
、
判
例
タ

イ
ム
ズ
一
四
三
三
号
五
五
頁
）
は
、
⑴
の
請
求
（
上
告
受
理
の
申
立

て
の
相
手
方
と
な
っ
て
い
な
い
Ｙ4

に
対
す
る
請
求
除
く
）
を
棄
却
し

て
同
部
分
に
つ
き
原
審
に
差
し
戻
し
、
⑵
の
請
求
に
つ
い
て
は
上
告

を
却
下
し
た
。
⑶
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
Ｙ1

会
社
か
ら
上
告
な
い
し

上
告
受
理
の
申
立
て
が
な
く
、
審
判
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
本
研
究
は
⑴
の
請
求
に
限
定
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　

最
高
裁
の
⑴
の
請
求
に
対
す
る
判
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
前
記
事
実
関
係
に
よ
れ
ば
Ｙ1

会
社
ら
は
、
Ｙ1

会
社
が
資
本
金
の

八
割
の
出
資
を
す
る
Ｄ
の
設
立
時
に
お
い
て
、
Ｄ
が
Ｙ2

及
び
Ｙ3

か
ら

本
件
株
式
の
全
部
を
購
入
す
る
と
い
う
本
件
売
買
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
を
予
定
し
、
Ｙ1

会
社
の
代
表
取
締
役
の
弟
で
あ
る
Ｙ3

に
お
い
て

Ｄ
の
代
表
取
締
役
と
し
て
こ
れ
を
実
行
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
そ
し
て
、
Ｙ1

会
社
が
、
本
件
売
買
契
約
の
締
結
を
予
定
し
て
Ｄ

の
設
立
時
に
出
資
を
し
、
そ
の
発
行
す
る
新
株
予
約
権
付
社
債
を
引

き
受
け
、
Ｄ
に
本
件
売
買
契
約
を
締
結
さ
せ
る
と
い
う
一
連
の
行
為

は
、
こ
れ
に
よ
り
Ｙ1

会
社
に
生
ず
る
損
益
が
本
件
匿
名
組
合
契
約
に

基
づ
き
全
部
Ｘ
に
分
配
さ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
本
件
売
買
契
約

の
買
主
で
あ
る
Ｄ
の
利
益
・
不
利
益
が
Ｙ1

会
社
を
通
じ
て
Ｘ
の
利

益
・
不
利
益
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
件
売
買
契
約
の
売
主
で
あ
り
Ｙ1

会
社
の
関
係
者
で
あ
る
Ｙ2

及
び
Ｙ3

と
Ｘ
と
の
間
に
実
質
的
な
利
益
相

反
関
係
が
生
ず
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
本
件
売
買
契
約
の
売
主
が
、
買
主
で
あ
る
Ｄ
の
取
締
役
や

代
表
取
締
役
で
あ
る
こ
と
、
本
件
株
式
に
市
場
価
格
は
な
い
上
、
Ｘ

が
本
件
売
買
契
約
の
代
金
額
の
決
定
に
関
与
す
る
機
会
は
な
い
こ
と
、

Ｄ
の
設
立
時
の
Ｙ1

会
社
の
出
資
及
び
上
記
新
株
予
約
権
付
社
債
の
引

受
け
の
合
計
額
は
一
億
八
〇
〇
〇
万
円
で
あ
り
、
本
件
売
買
契
約
の

代
金
額
は
一
億
五
〇
〇
〇
万
円
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
本
件
匿
名
組

合
契
約
に
基
づ
く
出
資
額
の
二
分
の
一
以
上
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
こ

と
に
照
ら
す
と
、
上
記
一
連
の
行
為
は
Ｘ
の
利
益
を
害
す
る
危
険
性

の
高
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
Ｙ1

会
社
が
上
記
一
連
の
行
為
を
行
う
こ
と
は
、

Ｘ
の
承
諾
を
得
な
い
限
り
、
営
業
者
の
善
管
注
意
義
務
に
違
反
す
る

も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

　

な
お
、
裁
判
官
木
内
道
祥
の
補
足
意
見
が
あ
る
。

〔
研
　
究
〕

一　

匿
名
組
合
契
約
と
は
、
商
人
（
営
業
者
）
が
、
そ
の
営
業
の
た

め
に
他
の
者
（
匿
名
組
合
員
）
か
ら
出
資
を
受
け
、
そ
の
者
に
対
し

て
、
営
業
か
ら
生
ず
る
利
益
の
分
配
を
約
す
る
契
約
で
あ
る
（
商
五
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三
五
条
）。
匿
名
組
合
員
の
営
業
は
法
律
的
に
は
営
業
者
の
単
独
の

営
業
で
あ
り
、
営
業
財
産
は
匿
名
組
合
員
の
出
資
も
含
め
て
営
業
者

の
財
産
と
な
る
。
ま
た
、
匿
名
組
合
契
約
は
、
匿
名
組
合
員
と
営
業

者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
二
当
事
者
間
の
契
約
で
あ
っ
て
、
多
数
当

事
者
の
法
律
関
係
を
生
じ
さ
せ
な
い
。
民
法
上
の
組
合
、
合
資
会
社
、

消
費
貸
借
、
信
託
な
ど
と
類
似
す
る
が
、
そ
れ
ら
と
異
な
る
一
種
特

別
の
無
名
契
約
な
い
し
商
法
独
自
の
契
約
と
解
さ
れ
て
い
る
（
鈴
木

竹
雄
『
新
版
商
行
為
法
・
保
険
法
・
海
商
法
〔
全
訂
第
二
版
〕』
二

六
頁
）。

　

上
告
審
は
、
匿
名
組
合
契
約
の
営
業
者
が
匿
名
組
合
員
に
対
し
て

善
管
注
意
義
務
を
負
う
こ
と
を
初
め
て
示
し
た
最
高
裁
判
決
と
し
て

意
義
が
あ
り
（
中
野
琢
郎
〔
本
件
上
告
審
判
批
〕
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五

〇
八
号
一
〇
五
頁
、
小
林
量
〔
本
件
上
告
審
判
批
〕
判
例
評
論
七
〇

七
号
一
五
六
頁
）、
本
判
決
は
、
そ
の
原
審
で
あ
る
。

　

本
件
に
お
け
る
⑴
の
請
求
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、

営
業
者
が
匿
名
組
合
員
に
対
し
て
善
管
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
る
の

か
否
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
営
業
者
の
匿
名
組
合
員
に
対

す
る
善
管
注
意
義
務
に
つ
い
て
は
、
明
文
の
規
定
が
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
一
般
に
匿
名
組
合
の
営
業
者
が
、
善
良
な
管
理
者
の
注
意

を
も
っ
て
営
業
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
学
説
は
解
し
て
い

る
。
営
業
者
が
善
管
注
意
義
務
を
負
う
根
拠
に
つ
い
て
、
通
説
は
、

匿
名
組
合
の
内
部
関
係
に
は
民
法
の
組
合
の
規
定
（
民
法
六
七
一
条
、

六
四
四
条
）
が
類
推
適
用
さ
れ
る
か
ら
、
善
管
注
意
義
務
を
負
う
と

す
る
（
近
藤
光
男
『
商
法
総
則
・
商
行
為
法
〔
第
七
版
〕』
一
七
七

頁
、
森
本
滋
『
商
行
為
法
講
義
〔
第
三
版
〕』
一
〇
〇
頁
）。
こ
れ
に

対
し
、
営
業
者
に
対
す
る
出
資
の
移
転
を
信
託
法
上
の
信
託
の
結
果

と
し
て
、
営
業
者
は
信
託
法
を
根
拠
と
し
て
善
管
注
意
義
務
を
負
う

と
す
る
見
解
も
あ
る
（
田
中
誠
二
『
新
版
商
行
為
法
〔
再
全
訂
版
〕』

一
六
四
頁
）。

　

原
審
、
本
判
決
、
上
告
審
は
、
一
貫
し
て
匿
名
組
合
契
約
の
営
業

者
が
匿
名
組
合
員
に
対
し
て
善
管
注
意
義
務
を
負
う
こ
と
を
肯
定
し

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
明
確
な
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
本
件
高
裁
に
お
い
て
Ｘ
は
、
営
業
者
は
、
匿
名
組
合
員
に

対
し
、
組
合
規
定
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
善
管
注
意
義
務
を
負
っ
て

い
る
（
民
法
六
七
一
条
、
六
四
四
条
）
と
主
張
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

本
判
決
で
は
特
に
条
文
を
示
す
こ
と
な
く
善
管
注
意
義
務
を
負
う
こ

と
を
前
提
と
し
て
い
る
の
は
、
Ｘ
の
主
張
に
対
し
て
特
に
反
対
で
は

な
い
こ
と
の
証
左
と
も
受
け
取
れ
る
。
な
お
、
上
告
審
に
つ
い
て
は
、

通
説
に
従
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
と
す
る
見
解
（
高
橋
英
治
〔
本

件
上
告
審
判
批
〕
法
学
教
室
四
三
七
号
一
四
三
頁
）
と
い
ず
れ
の
根

拠
か
ら
も
説
明
可
能
と
思
わ
れ
る
と
す
る
見
解
（
中
野
・
前
掲
一
〇

五
頁
）
が
あ
る
。



判 例 研 究

89

二　

次
に
ど
の
よ
う
な
場
合
に
善
管
注
意
義
務
違
反
と
な
る
か
が
問

題
と
な
る
。
本
件
で
は
原
審
か
ら
一
貫
し
て
利
益
相
反
取
引
と
の
関

連
が
主
張
さ
れ
て
き
た
。
競
業
避
止
義
務
に
関
し
て
明
文
の
規
定
は

な
い
が
、
営
業
者
が
善
管
注
意
義
務
を
負
う
結
果
と
し
て
、
反
対
の

特
約
の
な
い
限
り
、
一
般
的
に
競
業
避
止
義
務
を
負
う
と
解
さ
れ
て

い
る
（
西
原
寛
一
『
商
法
総
則
・
商
行
為
法
（
商
法
講
義
Ⅰ
）〔
改

訂
版
〕』
一
三
九
頁
、
近
藤
・
前
掲
一
七
八
頁
）。

　

こ
れ
に
対
し
、
利
益
相
反
取
引
の
避
止
義
務
に
関
し
て
は
明
文
の

規
定
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
今
ま
で
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
利

益
相
反
行
為
を
調
整
す
る
規
律
が
置
か
れ
て
い
な
い
理
由
と
し
て
は
、

匿
名
組
合
員
に
損
失
を
加
え
る
よ
う
な
危
険
な
行
為
は
営
業
者
自
ら

の
損
失
に
も
か
か
わ
る
が
ゆ
え
に
、
営
業
者
は
そ
の
よ
う
な
行
為
を

積
極
的
に
行
う
は
ず
が
な
い
と
い
う
発
想
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
す

る
見
解
（
土
岐
孝
宏
〔
本
件
上
告
審
判
批
〕
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
四
六

号
一
一
九
頁
）
や
出
資
者
に
よ
り
拠
出
さ
れ
た
財
産
は
営
業
者
の
固

有
財
産
と
な
る
の
で
、
出
資
者
と
営
業
者
の
間
で
の
利
益
相
反
行
為

と
い
う
よ
う
な
も
の
は
法
的
に
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で

あ
る
と
い
う
見
解
（
小
林
・
前
掲
一
五
八
頁
）
が
あ
る
。
ま
た
、
競

業
避
止
義
務
と
利
益
相
反
行
為
の
避
止
義
務
を
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
る

な
ら
ば
、
営
業
者
は
、
善
管
注
意
義
務
の
内
容
と
し
て
、
一
般
的
に

利
益
相
反
行
為
の
避
止
義
務
を
負
う
と
い
う
解
釈
に
繫
が
り
や
す
い

と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
中
野
・
前
掲
一
〇
五
頁
）。

　

原
審
及
び
そ
の
判
断
枠
組
み
を
踏
襲
す
る
本
判
決
は
、
利
益
相
反

の
避
止
義
務
に
関
す
る
規
定
も
な
く
、
契
約
上
も
承
認
を
要
す
る
と

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
原
則
と
し
て
承
認
を
得
る
義
務
を
負
わ

な
い
と
し
つ
つ
、
そ
の
取
引
が
、
営
業
者
が
そ
の
地
位
を
利
用
し
て

匿
名
組
合
員
の
犠
牲
に
お
い
て
自
己
又
は
第
三
者
の
利
益
を
図
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
営
業
者
は
善
管
注
意
義
務
違
反
と
な
る

と
構
成
す
る
。
原
審
、
本
判
決
に
関
し
て
は
、
そ
も
そ
も
匿
名
組
合

の
営
業
者
が
匿
名
組
合
員
に
対
し
て
、
善
管
注
意
義
務
と
は
別
個
の

忠
実
義
務
を
負
う
か
が
争
わ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
裁
判
所
も
忠
実

義
務
が
別
個
存
在
す
る
旨
の
Ｘ
の
主
張
を
認
め
な
か
っ
た
と
す
る
見

解
が
あ
る
（
原
弘
明
〔
本
件
上
告
審
判
批
〕
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス

五
五
号
（
二
〇
一
七
〈
上
〉）
九
五
頁
）。
原
審
に
お
い
て
Ｘ
は
、
Ｙ1

会
社
に
は
、
本
件
匿
名
組
合
の
営
業
者
と
し
て
匿
名
組
合
員
の
財
産

を
善
管
注
意
義
務
を
持
っ
て
管
理
、
投
資
し
、
匿
名
組
合
員
の
利
益

の
た
め
に
忠
実
に
投
資
取
引
を
行
う
義
務
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
Ｙ
ら
は
、
営
業
者
は
Ｘ
主
張
の
忠
実
義
務
を
負
う
も

の
で
は
な
く
、
民
法
六
四
四
条
か
ら
善
管
注
意
義
務
と
は
異
な
る
忠

実
義
務
が
発
生
す
る
こ
と
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｘ

の
上
記
主
張
を
Ｙ
ら
が
そ
の
よ
う
に
解
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
判
決
に
お
い
て
Ｘ
は
、「
関
係
法
令
上
も
、
営
業
者
は
、
匿
名
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組
合
員
に
対
し
、
組
合
規
定
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
委
任
の
規
定
の

善
管
注
意
義
務
を
負
っ
て
お
り
（
民
法
六
七
一
条
、
六
四
四
条
）、

株
式
会
社
の
取
締
役
が
負
う
忠
実
義
務
は
、
善
管
注
意
義
務
を
敷
衍

し
、
か
つ
一
層
明
確
に
し
た
に
と
ど
ま
り
、
通
常
の
委
任
関
係
に
と

も
な
う
善
管
注
意
義
務
と
別
個
の
高
度
な
義
務
を
規
定
し
た
も
の
で

な
く
、
取
締
役
の
利
益
相
反
取
引
に
関
す
る
規
制
は
忠
実
義
務
の
具

体
化
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
匿
名
組
合
に
関
す
る
利
益
相
反
取

引
規
制
が
な
い
と
し
て
も
委
任
契
約
に
お
け
る
善
管
注
意
義
務
の
内

容
と
し
て
利
益
相
反
取
引
が
規
制
さ
れ
て
い
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
主
張
は
、
分
か
り
に
く
い
が
、
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
と
忠

実
義
務
を
同
質
の
も
の
と
捉
え
、
忠
実
義
務
の
内
容
と
し
て
利
益
相

反
行
為
の
避
止
義
務
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
匿
名
組
合
の
営
業
者
の

善
管
注
意
義
務
の
内
容
に
利
益
相
反
行
為
の
避
止
義
務
が
含
ま
れ
る

と
の
主
張
で
あ
っ
て
異
質
説
に
立
っ
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
か

え
っ
て
、
原
審
、
本
判
決
の
営
業
者
が
匿
名
組
合
員
の
犠
牲
に
お
い

て
自
己
又
は
第
三
者
の
利
益
を
図
る
場
合
、
善
管
注
意
義
務
違
反
と

な
る
と
す
る
判
断
の
方
が
異
質
説
を
前
提
に
し
て
い
る
よ
う
に
読
め

る
（
土
岐
・
前
掲
一
一
九
頁
。
米
国
会
社
法
に
い
う
忠
実
義
務
に
類

す
る
考
え
方
を
持
ち
出
し
た
と
す
る
）。
た
だ
し
、
判
旨
か
ら
は
何

を
根
拠
と
し
た
の
か
明
確
で
は
な
い
。

　

原
審
、
本
判
決
で
は
、
営
業
者
が
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
匿
名
組

合
員
の
犠
牲
に
お
い
て
自
己
又
は
第
三
者
の
利
益
を
図
っ
て
い
る
か

否
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
本
件
評
価
書
や
本
件
ス
キ
ー
ム
等
に

合
理
性
が
あ
る
か
否
か
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
い
ず
れ
も

合
理
性
を
欠
く
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
し
、
Ｙ1

会
社
に
善
管

注
意
義
務
違
反
を
認
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
評
価
書

や
本
件
ス
キ
ー
ム
等
に
合
理
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
利
益
相
反
行

為
に
対
す
る
法
的
評
価
と
は
別
の
話
で
あ
る
（
三
浦
康
平
〔
本
件
上

告
審
判
批
〕
新
・
判
例
解
説W

atch

二
〇
号
一
六
五
頁
）。
原
審
・

本
判
決
の
判
断
枠
組
み
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
判

断
す
る
対
象
も
本
件
ス
キ
ー
ム
等
の
合
理
性
で
あ
っ
て
良
い
の
か
と

い
う
疑
問
が
あ
る
。

　

上
告
審
は
、
本
判
決
と
異
な
り
、
営
業
者
の
善
管
注
意
義
務
違
反

を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
原
審
・
本
判
決
と
の
判
断
枠
組
み
の
相

違
に
よ
る
が
、
本
件
ス
キ
ー
ム
の
評
価
自
体
の
違
い
に
よ
る
も
の
と

も
い
え
る
（
續
孝
史
〔
本
件
上
告
審
判
批
〕
税
務
事
例
五
〇
巻
一
号

七
〇
頁
）。
上
告
審
は
、
営
業
者
で
あ
る
Ｙ1

会
社
の
一
連
の
行
為
は

Ｙ2

及
び
Ｙ3

と
Ｘ
と
の
間
に
実
質
的
な
利
益
相
反
関
係
が
生
ず
る
と
い

う
こ
と
、
ま
た
、
上
記
一
連
の
行
為
は
Ｘ
の
利
益
を
害
す
る
危
険
性

の
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
。
こ
の
判
示
に
つ
い
て
は
、

実
質
的
な
利
益
相
反
取
引
を
し
た
場
合
に
承
諾
を
得
る
べ
き
善
管
注

意
義
務
を
肯
定
し
た
判
決
と
い
う
読
み
方
と
、
匿
名
組
合
員
を
害
す
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る
危
険
性
の
高
い
行
為
を
行
う
場
合
に
承
諾
を
得
る
べ
き
善
管
注
意

義
務
を
肯
定
し
た
判
決
と
い
う
読
み
方
の
二
通
り
の
読
み
方
が
可
能

で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
小
西
貴
雄
〔
本
件
上
告
審
判
批
〕

https://w
w
w
.iw

atagodo.com
/publications/uploads/

file/20160928.pdf
三
頁
）。
判
決
を
素
直
に
読
め
ば
、
第
一
次
的

に
は
実
質
的
利
益
相
反
関
係
に
着
目
し
た
上
で
、
匿
名
組
合
員
の
利

益
を
害
す
る
危
険
性
の
有
無
で
さ
ら
に
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
か
け
、

営
業
者
に
匿
名
組
合
員
の
承
諾
を
取
ら
せ
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
構

造
と
言
え
そ
う
で
あ
る
（
原
・
前
掲
九
七
頁
）。

　

上
告
審
は
、
新
た
な
判
例
法
理
（
規
範
）
を
創
造
し
た
と
い
う
見

解
（
土
岐
・
前
掲
一
一
九
頁
）、
条
理
か
ら
導
か
れ
る
法
の
一
般
原

則
を
法
規
と
し
て
適
用
し
た
と
す
る
見
解
（
行
澤
一
人
〔
本
件
上
告

審
判
批
〕
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
〇
五
号
一
二
三
頁
）
や
共
同
企
業
体
の

権
限
分
配
の
秩
序
に
従
い
、
出
資
者
と
の
間
で
利
益
の
反
す
る
行
為

を
営
業
者
が
行
う
場
合
に
は
出
資
者
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
法
理
に
よ
り
営
業
者
の
善
管
注
意
義
務
の
内
容
を
定
め
た

も
の
と
推
察
さ
れ
る
と
す
る
見
解
（
高
橋
・
前
掲
一
四
三
頁
）
が
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
上
告
審
の
理
論
構
成
の
根
拠
は
明
確
で
は

な
い
。
上
告
審
は
、
あ
く
ま
で
本
件
の
事
実
関
係
の
下
で
、
営
業
者

が
匿
名
組
合
員
の
承
諾
な
く
そ
の
行
為
を
行
う
こ
と
は
善
管
注
意
義

務
に
違
反
す
る
と
い
う
事
例
判
断
を
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
匿
名
組

合
契
約
の
営
業
者
が
負
う
善
管
注
意
義
務
の
内
容
に
利
益
相
反
行
為

の
避
止
義
務
が
含
ま
れ
る
と
い
う
解
釈
を
し
て
い
る
か
否
か
は
判
示

か
ら
明
ら
か
で
は
な
い
（
中
野
・
前
掲
一
〇
五
頁
。
営
業
者
の
利
益

相
反
行
為
に
つ
い
て
匿
名
組
合
員
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
善
管
注
意

義
務
違
反
と
な
る
旨
を
判
示
し
た
判
例
と
す
る
も
の
に
水
野
信
次

〔
本
件
上
告
審
判
批
〕
銀
行
法
務
21
八
〇
九
号
六
七
頁
。
こ
の
判
例

を
契
機
と
し
て
営
業
者
は
一
般
に
利
益
相
反
行
為
に
関
す
る
義
務
に

服
す
る
と
解
す
る
も
の
に
北
居
功
＝
高
田
晴
仁
『
民
法
と
つ
な
が
る

商
法
総
則
・
商
行
為
法
〔
第
二
版
〕』
二
九
八
頁
）。
以
上
み
て
き
た

よ
う
に
、
本
判
決
・
上
告
審
の
い
ず
れ
の
理
論
構
成
の
根
拠
と
も
に

明
ら
か
で
は
な
く
、
疑
問
な
し
と
し
な
い
。

　

上
告
審
が
実
質
的
利
益
相
反
関
係
を
前
提
と
し
て
い
る
の
は
、
Ｘ

が
利
益
相
反
取
引
で
あ
る
と
主
張
し
た
こ
と
に
基
づ
く
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
善
管
注
意
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
た
大
き
な

理
由
は
Ｙ1

会
社
の
一
連
の
行
為
が
Ｘ
の
利
益
を
害
す
る
危
険
性
の
高

い
も
の
で
あ
る
と
い
う
判
断
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
木
村
健
ほ
か

〔
本
件
判
例
紹
介
〕
商
事
法
務
二
一
一
四
号
五
三
頁
）。

三　

原
審
に
お
い
て
Ｙ
ら
は
、
Ｙ1

は
金
融
商
品
取
引
法
（
以
下
、

「
金
商
法
」
と
い
う
）
上
の
特
例
業
務
届
出
者
で
あ
り
、
忠
実
義
務

を
定
め
る
金
商
法
四
二
条
、
四
二
条
の
二
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い

（
金
商
法
六
三
条
四
項
）
と
主
張
し
て
い
る
。
金
商
法
四
二
条
一
項
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は
忠
実
義
務
、
同
条
二
項
は
善
管
注
意
義
務
を
規
定
し
て
お
り
、
金

商
法
四
二
条
の
二
は
、
各
号
に
規
定
さ
れ
た
類
型
の
利
益
相
反
取
引

を
禁
止
し
て
い
る
。
金
商
法
六
三
条
四
項
は
、
そ
れ
ら
の
適
用
除
外

を
規
定
し
て
い
た
。
こ
の
主
張
に
対
し
、
原
審
は
何
ら
判
断
を
示
し

て
い
な
い
。
本
件
に
お
け
る
行
為
は
、
金
商
法
四
二
条
の
二
第
一
号

（
自
己
取
引
の
禁
止
）
に
該
当
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
指
摘

（
行
澤
・
前
掲
一
二
三
頁
）
や
、
本
件
で
株
式
の
取
引
が
な
さ
れ
た

の
は
Ｄ
に
お
い
て
で
あ
る
か
ら
Ｄ
へ
の
Ｙ1

社
へ
の
出
資
が
一
〇
〇
％

で
は
な
い
の
で
金
商
法
四
二
条
の
二
第
一
号
の
直
接
の
適
用
は
無
理

で
あ
り
、
む
し
ろ
、
金
商
法
四
二
条
の
二
第
七
号
を
受
け
た
金
融
商

品
取
引
業
者
に
関
す
る
内
閣
府
令
一
三
〇
条
一
項
二
号
が
規
定
す
る

「
自
己
又
は
第
三
者
の
利
益
を
図
る
た
め
、
権
利
者
の
利
益
を
害
す

る
こ
と
と
な
る
取
引
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
し
た
運
用
を
行
う
こ

と
」
に
該
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
が
（
小

林
・
前
掲
一
五
八
頁
）、
い
ず
れ
に
せ
よ
本
件
当
時
は
適
用
除
外
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
二
七
年
の
金
商
法
改
正
に
お
い
て
金
商
法
六
三

条
一
一
項
に
よ
り
特
例
業
務
届
出
者
に
も
金
商
法
四
二
条
、
四
二
条

の
二
を
含
む
広
範
な
行
為
規
制
が
課
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
、
特
例
業
務
届
出
者
が
投
資
経
験
の
乏
し
い
一
般
投
資
家
や
高

齢
者
に
対
す
る
不
適
切
な
勧
誘
を
行
う
な
ど
の
問
題
事
案
が
、
あ
い

つ
い
で
発
覚
し
て
お
り
、
投
資
者
被
害
が
増
加
し
て
い
る
実
情
に
鑑

み
て
集
団
投
資
ス
キ
ー
ム
持
分
の
自
己
募
集
及
び
そ
の
財
産
の
投
資

運
用
に
か
か
る
取
引
の
公
正
等
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
行
為
規

制
は
金
融
商
品
取
引
業
者
に
限
ら
ず
、
特
例
業
務
届
出
者
に
も
適
用

す
べ
き
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
（
田
原
泰
雅
『
逐
条
解
説
二
〇

一
五
年
金
融
商
品
取
引
法
改
正
』
八
四
頁
）。
し
た
が
っ
て
、
平
成

二
七
年
改
正
後
で
あ
れ
ば
本
件
は
金
商
法
適
用
に
よ
り
Ｘ
が
保
護
さ

れ
た
可
能
性
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
上
告
審
に
よ
れ
ば
、
本

件
は
、
平
成
二
七
年
金
商
法
改
正
前
の
た
め
忠
実
義
務
等
の
規
定
が

適
用
除
外
と
な
っ
て
い
て
も
、
上
述
し
た
よ
う
に
Ｘ
を
保
護
す
べ
き

事
情
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
事
例
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

藤
田
　
祥
子

［
付
記
］　

脱
稿
後
、
坂
本
達
也
〔
本
件
上
告
審
判
批
〕
金
融
・
商
事

判
例
一
五
五
四
号
二
頁
に
接
し
た
。


